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Ⅲ-１．規模設定

鉾田南中学校区統合小学校基本計画策定業務

（3）特別教室の教室数の検討

特別教室の教室数の検討(3)

学校全体での各教科の週間平均授業時間数1）

１学年３クラスとします。

ａ.前提条件ａ.前提条件ａ.前提条件ａ.前提条件

特別教室の必要室数を算出するために、学校全体で行われている授業がどの程度重複する可能性があるかを検討します。

１週間に学校全体で行われる各教科の延べ授業時間数を、週間授業時間数（コマ数）27時間で除した値を重複率重複率重複率重複率とよぶこと

とします。この重複率が１を上回る場合、授業が重複する場合が生じ、２を上回ると常に重複していることになります。

１、２年生は総合教室型で授業を行うものとし、重複率の算定に加えないものとします。

ｂ.授業が重複する可能性の検討ｂ.授業が重複する可能性の検討ｂ.授業が重複する可能性の検討ｂ.授業が重複する可能性の検討

・

・

・

ｃ.重複率ｃ.重複率ｃ.重複率ｃ.重複率

上表から以下のことがわかります。

① 理科室が１室の場合、約25％程度理科室を使用できない授業が発生します。

② 家庭科の授業を常に家庭科室で行うとしても、40％しか使用されません。

③ 体育は低学年と中高学年を合わせると、常に２つのクラスが授業を行っている状態になります。

④ 音楽と英語の重複率を合わせても0.9となります。

ｄ.特別教室の教室の設定ｄ.特別教室の教室の設定ｄ.特別教室の教室の設定ｄ.特別教室の教室の設定

① 理科室はサイエンスルーム１・２の２室とします。

② 家庭科室は40％ほどしか利用されないので、調理実習に特化したクッキングスペースとし、

　 被服等の授業は学年ゾーンのオープンスペース等で対応します。

③ 体育館は２分割して使用できるものとします。

④ 音楽と英語の重複率を合わせても0.9なので、音楽室と英語教室は１つの教室を兼用するものとします。

※授業時間数→文部省の年間次数+年間の運営数

※27年度現在の授業時間数を基にした集計です。
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Ⅲ-２．造成計画

鉾田南中学校区統合小学校基本計画策定業務

（1）造成計画の考え方

２．造成計画

造成計画の考え方(1)

計画条件1)

敷地中央部のなだらかな丘陵地を切土して校舎や運動場を整備した周辺を盛土し、計画区域内での土量バランス

を可能な限り図るものとします。それを前提として雨水・汚水の排水、通路勾配の確保を考慮して、造成計画高

を決定します。

・

計画高の設定2)

ａ.アクセス道路による設定ａ.アクセス道路による設定ａ.アクセス道路による設定ａ.アクセス道路による設定

計画区域の西側を走る県道大竹・鉾田線を接道位置として進入道路高を設定し、丘陵部の運動場の整地高まで、

道路勾配をi=7.0％程度に設定したなかで、駐車場、運動場、回転広場へと各ゾーンへアクセスする道路計画高

より整地計画高を設定します。

・

ｂ.調整池計画による設定ｂ.調整池計画による設定ｂ.調整池計画による設定ｂ.調整池計画による設定

調整池の位置は、県道大竹・鉾田線の横断函渠を流末排水路のルートとして決定しました。そのため横断函渠の

周辺地盤高を池底高と設定し、V字の地形を利用しながら築堤を行ない、池周辺を切土や大型ブロック積を設置

しての施設構造となります。池底からの高低差を条件に周囲の進入道路や回転広場の法勾配より配置計画および

計画高の設定を行ないます。また、調整池造成時に発生する残土は搬出することを前提とします。

・

法面処理3)

法面処理の構造は、以下に示す数値を採用します。なお、数値は、法面土質が土砂等の一般的な場合のものであ

り、今後の計画区域での詳細な地質調査結果によっては、これらの緒元を見直すことも考えられます。

・

盛

土

法

面

切

土

法

面

計画土量4)

20ｍメッシュの交点法の集計により、土量変化率を下表により0.9と設定し計算しました。・

土量計算結果は以下の通りです。

切土量ＣＶ

盛土量ＢＶ

換算土量 （ＢＶ/0.9）

建築残土量

残土量

・

調整池残土量　　  ＝2,200㎥・

上記の通り、造成工事により700㎥の土が不足、調整池造成工事により2,200㎥の残土が発生します。・

＝21,000㎥　（地山）

＝20,400㎥　 （伐開などの踏み込み沈下量として30cmを考慮）

＝22,700㎥

＝1,000㎥

＝-700㎥

土量の変化率

(Ｌ：ほぐした場合の変化率、Ｃ：締め固めた場合の変化率)
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校舎    

3
2
.

4
9

2,100㎡

5,500㎡

2.8ha

0.3ha

0.4ha

6,500㎡

2,900㎡

13,000㎡

1,500㎡

4,500㎡    

造成レベル図

ゾーニング図S=1：2,500

28.0ｍ

ＮＮＮＮ

S=1：2,500

ＮＮＮＮ
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Ⅲ-3.施設配置計画

鉾田南中学校区統合小学校基本計画策定業務

(1)土地利用計画の基本的な考え方

３．施設配置計画

(1)土地利用計画の基本的な考え方

土地利用検討の前提条件1）

計画敷地内は10m以上の高低差があり造成工事が必要となります。調整池以東を除いた範囲で、造成レベルを盛土、

切土の量がほぼ同量になるように設定した場合、標高31.5mで約3.1haの平地を確保することができます。また、東側

駐車場は、標高28.0mで約0.4haの平地を確保することができます。

ａ.造成レベルの設定ａ.造成レベルの設定ａ.造成レベルの設定ａ.造成レベルの設定

30.5ｍ

31.5ｍ

29.5ｍ

施設配置計画の前提条件2）

敷地内の平地約3.1haは「施設ゾーン」、「運動場ゾーン」、「駐車場ゾーン」の３つのゾーンで構成します。広い

敷地を有効利用できるゾーニングを行います。

ａ.ａ.ａ.ａ.敷地の有効利用敷地の有効利用敷地の有効利用敷地の有効利用

敷地の外周に幅員４ｍ程度の管理用外周道路を整備します。敷地周囲の藪に対しての干渉地帯になり、子どもたちの

日常安全性を確保できます。また、学校行事の際は、保護者用の駐車スペースとしても利用可能です。

ｂ.外周道路の整備ｂ.外周道路の整備ｂ.外周道路の整備ｂ.外周道路の整備

計画敷地内は歩道と車道を明確に分け、歩車分離を図ります。子どもたちが安心して学校生活が送れるように動線計

画を徹底します。

ｃ.歩車分離ｃ.歩車分離ｃ.歩車分離ｃ.歩車分離

調整池

敷地内に適切な量の調整池を計画します。

ｄ.調整池の設置ｄ.調整池の設置ｄ.調整池の設置ｄ.調整池の設置

・

・

・

・

・ 運動場ゾーン運動場ゾーン運動場ゾーン運動場ゾーン

1.2ha1.2ha1.2ha1.2ha

施設ゾーン施設ゾーン施設ゾーン施設ゾーン

1.4ha1.4ha1.4ha1.4ha

駐車場ゾーンA駐車場ゾーンA駐車場ゾーンA駐車場ゾーンA

0.5ha0.5ha0.5ha0.5ha

駐車場ゾーンB駐車場ゾーンB駐車場ゾーンB駐車場ゾーンB

0.1ha0.1ha0.1ha0.1ha





     

S=1：5,000

(3)施設配置の比較

駐車場

ゾーン

0.6ha

運動場ゾーン

1.5ha

体育館

プール

施設ゾーン

1.1ha

校舎 

運動場ゾーン

1.4ha

駐車場

ゾーン

0.6ha

体

育

館

施設ゾーン

1.2ha

プ

ー

ル

校舎 

駐車場

ゾーン

0.6ha

運動場ゾーン

1.4ha

施設ゾーン

1.2ha

体育館

プール

校舎 

運動場ゾーン

1.4ha

体

育

館

低学年用

運動場

プ

ー

ル

施設ゾーン

1.2ha

駐車場

ゾーン

0.6ha

校舎 

体育館など地域開放ゾーンの区画がしづらい。

地域開放の

しやすさ

△

体育館など地域開放ゾーンを駐車場から近い距離

に集約できる。

○

体育館など地域開放ゾーンを駐車場から近い距

離に集約できる。

○

校舎が東西に長くなり、西側の教室ほどバスロータ

リーからの距離が長くなる。

バスロータリー

からの動線

△

校舎が東西に長くなり、西側の教室ほどバスロータ

リーからの距離が長くなる。

△

バスロータリーから近い距離に教室を配置すること

ができる。

◎

全ての教室を南に面して配置できるが、従来型の

教室配置になる。

教室の

日照条件

○

全ての教室を南に面して配置できるが、従来型の

教室配置になる。

○

従来型にとらわれない教室配置の計画により、必

要な採光は十分に確保することができる。

○

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 Ｄ案

ゾーニング図

運動場の

有効利用

△

運動場ゾーンが不整形で、200mトラックは確保で

きるが、利用しづらいスペースが発生する。

△

運動場ゾーンは整形に確保でき、南東側に低学年

用の運動場も整備できて、敷地を有効利用できる。

◎

運動場ゾーンが不整形で、200mトラックは確保でき

るが、利用しづらいスペースが発生する。

県道側に防球ネットを設置する必要はない。

防球ネットの

設置

○

県道側に防球ネットを設置する必要はない。

○

県道側に防球ネットを設置する必要がある。

×

校舎配置にゆとりがない。

校舎の配置

×

校舎配置にゆとりがある。

○

校舎配置にゆとりがある。

○

体育館など地域開放ゾーンを駐車場から近い距離

に集約できる。

○

比較的バスロータリーから近い距離に教室を配置

することができる。

○

従来型にとらわれない教室配置の計画により、必

要な採光は十分確保することができる。

○

運動場ゾーンは整形に確保できる。西側にゆとり

が生まれる。

○

県道側に防球ネットを設置する必要がある。

×

校舎配置にゆとりがない。

×

運動場ゾーン

1.2ha

体育館

施設ゾーン

1.4ha

低学年用

運動場

プール

駐車場

ゾーン

0.6ha

校舎 

体育館など地域開放ゾーンを駐車場から近い距離

に集約できる。

○

Ｅ案

県道側に防球ネットを設置する必要はない。

○

校舎配置にゆとりがある。

○

運動場ゾーンは整形に確保でき、南東側に低学年

用の運動場も整備できて、敷地を有効利用できる。

◎

従来型にとらわれない教室配置の計画により、必

要な採光は十分に確保することができる。

○

バスロータリーから比較的近い距離に教室を配置

することができる。

○

運動場を南に配置した案 運動場を南に配置した案 運動場を南西に配置し南東に低学年用

運動場を配置した案

運動場を南西に配置し南東に低学年用

運動場を配置した案

運動場を南東に配置し、運動場を囲ん

で校舎を配置した案

Ｎ

S=1：5,000

Ｎ

S=1：5,000

Ｎ

S=1：5,000

Ｎ

S=1：5,000

Ｎ

41
Ⅲ-3.施設配置計画

鉾田南中学校区統合小学校基本計画策定業務

(3)施設配置の比較

施設配置の有効性について下表のように検討し、Ｅ案を本計画の基本配置計画とします。・
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Ⅲ-4．平面計画

鉾田南中学校区統合小学校基本計画策定業務

(1)平面計画の前提条件 (2)平面計画の基本的な考え方（3）防犯計画

４．平面計画

(1)平面計画の前提条件

ａ.自然採光ａ.自然採光ａ.自然採光ａ.自然採光

子どもたちの学習・生活の主たるスペースは人工照明だけに頼るのではなく、自然採光による明るさを確保します。

(2)平面計画の基本的な考え方

構造・設備計画との整合性1）

各ゾーンの機能的な連続性や適切な規模を確保すると同時に、「合理的な構造計画」と「系統だった設備計画」

と平面計画・断面計画の整合が欠かせない要件となります。

ａ.合理的な構造計画ａ.合理的な構造計画ａ.合理的な構造計画ａ.合理的な構造計画

耐震壁をバランスよく配置した強度型の建物とし、大地震に遭遇した際の躯体・仕上げ材・設備の被災を最小限

に留めるものとします。

また、求められる空間に対して適切な横架材を選択し、平面計画との整合性を図ります。

・

ｂ.自然換気ｂ.自然換気ｂ.自然換気ｂ.自然換気

防音地区であることも考慮し、教室をはじめとする居室は、必要に応じて自然換気を図れるように、原則として２方

向に開口を設けることとします。

・

ｃ.明確な動線ｃ.明確な動線ｃ.明確な動線ｃ.明確な動線

子どもたちの日常動線・避難動線を明確にします。・

①日常動線①日常動線①日常動線①日常動線

低学年、中学年、高学年を独立性のある配置とし、他の学年ユニットを通過しない動線計画とします。・

校務ゾーンからの各学年ゾーンへの最短距離の動線を確保します。・

昼食時に混雑が予想される給食の配膳をスムーズに行えるように計画します。・

体育の授業での運動場・体育館・プールへの移動、特別教室への移動の際に他の学年ユニットを通過しない動線

計画とします。

・

②避難動線②避難動線②避難動線②避難動線

・災害が発生した場合の避難経路に関して、建築基準法・消防法等の法令を遵守します。

万一の際の安全かつ迅速な避難が可能なように、原則として避難経路は日常動線と同じ経路を、教室等子どもた

ちのベースとなる場所からは直接外部へ避難できる計画とします。

・

ｄ.バリアフリーｄ.バリアフリーｄ.バリアフリーｄ.バリアフリー

内部各階の床には原則として段差は設けないものとします。また、車椅子対応のエレベータを設けるとともに、各階

に車椅子で使用できるWCを設けます。

・

ｅ.ｅ.ｅ.ｅ.汎用性汎用性汎用性汎用性

一般論として、現在立案される計画は、現在の想定される種々の条件に基づいて設定されるものです。これらの条件

には、時間が経過しても変化しないことがらと、時間経過のなかで変化することがらがあります。避難経路やＷＣな

どの機能は、時間が経過しても変化しないものと考えることができます。

・教育方針や教育内容の変化、または様々な機器の導入による教育手法の更新

・人口動態による児童数の増減

・社会情勢の変容

などによって、変化する可能性をもつ機能に関しては、こうした変化に対して、主体構造を維持しながら、部分的な

内部空間の改造や間仕切壁の更新によって対応可能な汎用性をもたせることを前提に計画します。

・

・

・

・

ｂ.系統だった設備計画ｂ.系統だった設備計画ｂ.系統だった設備計画ｂ.系統だった設備計画

縦経路の各階の水平方向の受け持ち範囲を設定し、明確な設備の縦経路を確保します。

設備経路の単純化を図ることを前提に、平面計画と設備計画の整合性を図ります。

・

平面計画の考え方2）

ａ.システマティックな構成ａ.システマティックな構成ａ.システマティックな構成ａ.システマティックな構成

全体および各部において、恣意的な寸法要素を排除し、求められる機能を組織的に系統立てて構成します。

具体的には、寸法計画の基本モジュールを前提として、全体から部分に至るまでの寸法体系を形成し、その寸法

秩序に基づいて構造計画・設備計画との整合性を図ります。

ｂ.明快なゾーン分けｂ.明快なゾーン分けｂ.明快なゾーン分けｂ.明快なゾーン分け

ダイヤグラムに従い、類似する機能を集約した明確なゾーンを形成し、各々のゾーン相互のつながりを考慮しな

がら、各ゾーンを適切な位置に配置にします。

ｃ.メディアセンターを中心に据えるｃ.メディアセンターを中心に据えるｃ.メディアセンターを中心に据えるｃ.メディアセンターを中心に据える

メディアセンターは、学習活動の中核機能として校舎の中心に据え、他のゾーンと有機的なつながりをもたせます。

・

・

・

(3)防犯計画

ａ.敷地外周の囲障ａ.敷地外周の囲障ａ.敷地外周の囲障ａ.敷地外周の囲障

学校敷地外周には丈夫なフェンスを施し、不審者が侵入しにくいものとします。

ｂ.防犯カメラｂ.防犯カメラｂ.防犯カメラｂ.防犯カメラ

適切な位置に監視カメラを設置し、不審者の侵入を監視します。

ｃ.死角を最小限にとどめるｃ.死角を最小限にとどめるｃ.死角を最小限にとどめるｃ.死角を最小限にとどめる

建物と敷地外周フェンスの間には、死角になる部分が発生します。この部分を最小限に留めます。









      

+19.8+19.8+19.8+19.8

+31.5+31.5+31.5+31.5

+10.76+10.76+10.76+10.76

+28.97+28.97+28.97+28.97

+30.26+30.26+30.26+30.26

+31.66+31.66+31.66+31.66

+13.51+13.51+13.51+13.51

+32.33+32.33+32.33+32.33

+31.86+31.86+31.86+31.86

+31.06+31.06+31.06+31.06

+31.5+31.5+31.5+31.5

+19.0+19.0+19.0+19.0

+25.00+25.00+25.00+25.00

+20.00+20.00+20.00+20.00

+25.00+25.00+25.00+25.00

+31.5+31.5+31.5+31.5

+31.5+31.5+31.5+31.5

+31.5+31.5+31.5+31.5

+31.5+31.5+31.5+31.5

+28.0+28.0+28.0+28.0

1/141/141/141/14

1/141/141/141/14

+28.0+28.0+28.0+28.0

+26.5+26.5+26.5+26.5

+20.0+20.0+20.0+20.0

1/121/121/121/12

1/141/141/141/14

+31.5+31.5+31.5+31.5

+32.02+32.02+32.02+32.02

+27.5+27.5+27.5+27.5

1/121/121/121/12

Ｎ

+15.00+15.00+15.00+15.00
+26.0+26.0+26.0+26.0

+25.0+25.0+25.0+25.0

+23.0+23.0+23.0+23.0

+22.0+22.0+22.0+22.0

+21.0+21.0+21.0+21.0

3
2
.
4
9

3
2
.
4
9

保健

職員室

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室

WC

体育館

ステージ

準備

2年生

2年生

玄関

PC

スペース

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ﾙｰﾑ

PTA

昇

降

口

WC

体

育

倉

庫

WC

WC

教師

ST

1年生

1年生

1年生

1年生

2年生

2年生

教師

ST

クッキング

スペース

メディアセンター

更衣

WC

更衣

WC

機械

倉庫

通用口

地域交流

ラウンジ

印刷 WC

WC準備

倉庫

会議

（小）

校長

プール

WC

配膳室

ＥＶ

クール

WC

荷解き

スペース

情緒

学級

プレイ

ルーム

情緒

学級

情緒

学級

情緒

学級

ランチルーム

WC

教師

ST

3年生

3年生

3年生

3年生

WC

設備

スペース 

サイエンス

ルーム1

アリーナ

上部

ステージ

上部

知的

学級

言語

学級

言語

学級

言語

学級

クール

WC

WC

6年生

6年生

6年生

6年生

教師

ST

WC

WC

教師

ST

４年生

４年生

４年生

４年生

WC

WC

職員

ラウンジ

サイエンス

ルーム2

WC 準備

教師

ST

5年生

5年生

5年生

5年生

更

衣

更

衣

WC準備

会議室

(大)

創作ルーム

プレイ

ルーム

配膳室

ＥＶ

相談

中庭

上部

メディアセンター

上部

ランチルーム

上部 

１Ｆ

２Ｆ

学校入口

アプローチ（坂道）

162m : 1/14勾配

歩道

駐車場B

（駐車台数60台）

外周道路（駐車台数55台）

駐車場Ａ

（駐車台数135台）

バスロータリー

S=1：1,000

1/12勾配

管理・搬入駐車場Ｃ

（駐車台数6台）
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(6)配置計画図　Ｅ-（1）

調整池

1F

2F

校舎 体育館・その他

4,025.57㎡ 1,452.47㎡

2,883.91㎡ -

合計 6,909.48㎡ 1,452.47㎡ 8,374.91㎡

配置計画図 Ｅ-(1)(6)



      

+19.8+19.8+19.8+19.8

+31.5+31.5+31.5+31.5

+10.76+10.76+10.76+10.76
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+31.66+31.66+31.66+31.66

+13.51+13.51+13.51+13.51

+32.33+32.33+32.33+32.33

+31.86+31.86+31.86+31.86
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+31.5+31.5+31.5+31.5

+19.0+19.0+19.0+19.0

+25.00+25.00+25.00+25.00

+20.00+20.00+20.00+20.00

+25.00+25.00+25.00+25.00

+31.5+31.5+31.5+31.5

+31.5+31.5+31.5+31.5

+31.5+31.5+31.5+31.5

+31.5+31.5+31.5+31.5

+28.0+28.0+28.0+28.0

1/141/141/141/14

1/141/141/141/14

+28.0+28.0+28.0+28.0

+26.5+26.5+26.5+26.5

+20.0+20.0+20.0+20.0

1/121/121/121/12

1/141/141/141/14

+31.5+31.5+31.5+31.5

+32.02+32.02+32.02+32.02

+27.5+27.5+27.5+27.5

1/121/121/121/12

Ｎ

+15.00+15.00+15.00+15.00
+26.0+26.0+26.0+26.0

+25.0+25.0+25.0+25.0

+23.0+23.0+23.0+23.0

+22.0+22.0+22.0+22.0

+21.0+21.0+21.0+21.0

3
2
.
4
9

3
2
.
4
9

ＰＣ

スペース

WC

体

育

館

ス

テ

ー

ジ

倉

庫

倉

庫

職員室

（印刷室）

玄関

ランチルーム

３年生３年生３年生

２年生

WC

教師

ＳＴ

配膳室

２年生

荷解き

スペース

２年生２年生

情緒

学級

情緒

学級

情緒

学級

情緒

学級

WC

昇降口

校長室

玄関

面

談

室

会議

(小)

WC

WC

WC

教師

ＳＴ

３年生

ＥＶ

１年生
教師

ＳＴ

WC

WC

１年生 １年生 １年生

準

備

準備

創作

ルーム

クッキング

スペース

昇降口

保健室

倉

庫

WC

メディア

センター

教材室

WC

委員

PTA

会室

クール

ダウン

ゴミ庫

更衣

地域交流

ラウンジ

WC

更衣WC

プ

ー

ル

玄

関

更

衣

室

倉

庫

機

械

室

Ｗ

Ｃ

更

衣

室

Ｗ

Ｃ

プレイ

ルーム

設備

スペース 

休憩

ﾗｳﾝｼﾞ

コミュニ

ケーション

ルーム

準備室

楽器庫

サイエンス

ルーム

６年生 ６年生 ６年生

メディア

センター

上部

会議室

相

談

室

倉庫

更衣室

WCWC

知的

学級

知的

学級

言語

学級

予備

教室

プレイ

ルーム

準備

WC

教師

ＳＴ

６年生
準

備

WC

５年生

WC

教師

ＳＴ

配膳室

５年生

WC

ＥＶ

５年生 ５年生

WC WC

４年生 ４年生 ４年生

WC

WC

教師

ＳＴ

４年生 

１Ｆ

２Ｆ

学校入口

アプローチ（坂道）

162m : 1/14勾配

歩道

駐車場B

（駐車台数60台）

外周道路（駐車台数55台）

駐車場Ａ

（駐車台数135台）

バスロータリー

S=1：1,000

1/12勾配

管理・搬入駐車場Ｃ

（駐車台数6台）
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(6)配置計画図　Ｅ-（2）

1F

2F

校舎 体育館・その他

3,761.62㎡ 1,409.62㎡

3,018.67㎡ -

合計 6,780.29㎡ 1,409.62㎡ 8,374.91㎡

調整池

配置計画図 Ｅ-(2)(6)
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（2）内部仕上げの計画

清掃も子どもたちの重要な学習のひとつであるという前提に立って、清掃しやすい材料を選定します。

毎日、落ち着いた生活ができるように、子どもたちの心理や情緒に配慮して仕上げ材を選定します。具体的には、工

業製品の無機質材料を最小限に留め、木材を主体とした自然素材によって内部空間を仕上げます。

(2)内部仕上げの計画

1） 内部仕上げの基本的な考え方

・児童に寄り添う仕上げ・児童に寄り添う仕上げ・児童に寄り添う仕上げ・児童に寄り添う仕上げ

内部の仕上げは、子どもたちが毎日生活する空間を取り囲む大切な要素です。

以下のことがらに配慮しながら、スペースの機能に応じた仕上げ材を選定します。

子どもたちの健康を第一に考え、建築基準法に規定される仕上げ材のシックハウス対策は当然のこととして、下地材

や接着剤なども有害物質を含有しない材料を選定します。

・ 校内を走り回ったり、友だちとふざけ合ったり…。

子どもの日常生活には予測不可能な行動が多く存在します。

そうした行動を教育として抑制するのではなく、子どもたちの成長の過程において必ずしも否定すべきものではない

と考えます。それは裏を返せば健康であることの表出と捉えるべきです。

子どもたちが衝突したり、転倒しても、大きな怪我に至らないように、床面・壁面に突起をつくらず、また、頭部よ

りも低い位置にある流し台や作業台などの家具の端部の処理に注意します。

・ 

・ 

ａ.健康的安全性ａ.健康的安全性ａ.健康的安全性ａ.健康的安全性

ｂ.日常的安全性ｂ.日常的安全性ｂ.日常的安全性ｂ.日常的安全性

ｃ.快適性ｃ.快適性ｃ.快適性ｃ.快適性

ｄ.メンテナンス性ｄ.メンテナンス性ｄ.メンテナンス性ｄ.メンテナンス性

2） 内部仕上げの概要

・ゾーン毎に適切な仕上げを施す・ゾーン毎に適切な仕上げを施す・ゾーン毎に適切な仕上げを施す・ゾーン毎に適切な仕上げを施す

内部仕上げは、ゾーン毎に適切な材料を選択します。また、オープンスクールとしての難点となる反響などの音の影

響を和らげるために、適切な吸音・遮音の処置を施すものとします。

親しみやすさと安らぎを与える木質系材料を主体として計画します。

具体的には、床はフローリング、天井はオープンな空間の特性に配慮して吸音性の高い材料を用います。壁は木質材

料（板材または合板）とし、壁面全部を掲示スペースとして使用できるものとします。

ａ.学年ゾーンａ.学年ゾーンａ.学年ゾーンａ.学年ゾーン

・ ・ 

・ 

①メディアセンター

ｂ.学習ゾーン（メディアセンター・特別教室）ｂ.学習ゾーン（メディアセンター・特別教室）ｂ.学習ゾーン（メディアセンター・特別教室）ｂ.学習ゾーン（メディアセンター・特別教室）

メディアセンターは印刷資料と電子情報を共存させるため、床はフリーアクセスフロアを前提として計画します。

また、天井面は連続する空間の反響を緩和するために、吸音性の高い材料を用います。

②ランチ・クッキングルーム

床は、清掃のしやすさと和やかに食事をする環境を両立する材料とします。

天井は、大勢の子どもたちが同時に食事をする際に発する音を吸収するために、吸音性の高い材料とします。

壁面は、落ち着いた雰囲気の食育空間とするために、木質系の材料を用います。

③創作ルーム

水彩画等で使用する水をこぼした場合の清掃のしやすさに配慮して、フローリングとします。

壁面は、図画などを掲示することを前提として、画鋲の効く木質系材料とします。

④サイエンスルーム

実験・実習で使用する水をこぼした場合の清掃のしやすさに配慮して、フローリングとします。

壁面は、各種資料などを掲示することを前提として、画鋲の効く木質系材料とします。

⑤コミュニケーションルーム

壁・天井は、残響に配慮し、反射面と吸音面を適切に配置します。

壁面は、木質系材料を主体としながら、学年ゾーンとは異なる雰囲気を形成します。

ｃ.体育ゾーンｃ.体育ゾーンｃ.体育ゾーンｃ.体育ゾーン

①体育館

床は、鋼製床下地のうえ、体育館用フローリング（ウレタン塗装）とします。

壁・天井は、体育・スポーツの使用と講堂としての使用を両立させる仕上げ材を選択します。

特に、音響設備を使用した際や音楽発表の際の適切な残響と運動の際に発生する音や声の反響に配慮します。

壁面下部：衝突の衝撃を和らげると同時に、破損しにくい木質系材料とし、柱型等の出隅をつくりません。

壁面上部：ボールをぶつけても破損せず、かつ吸音性のある材料を用います。

天井面　：ボールをぶつけても破損せず、かつ吸音性のあるグラスウールボード等の材料を用います。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 

・ 

・ 

②プール

・床は、耐水性が高く、清掃もしやすく、滑りにくい、磁器質タイルもしくは、塗床とします。

ｄ.昇降口・地域交流ゾーンｄ.昇降口・地域交流ゾーンｄ.昇降口・地域交流ゾーンｄ.昇降口・地域交流ゾーン

・ 子どもたちにとっても、先生にとっても、保護者にとっても、地域開放においても、外部と内部の接点となることか

ら、床は耐水性、耐摩耗性に優れ、また雨天時の防滑性も兼ねた材料とします。



    

50
Ⅲ-５．内部空間の計画

鉾田南中学校区統合小学校基本計画策定業務

（3）計画概要

計画概要（E－2案）(3)

1） 低学年ゾーン
室名

室数

室面積

最大定員

天井高

用途

基本方針

仕上

床

学習・生活ゾーンゾーン

分類

ゾーンの数

利用目的

基本方針

ゾーンの面積

低学年

２（１・２年生）

-

503.01㎡

平面計画 

予備CR

（生活科室）
教師

ST

WC

WC

WS WS WS

CRCRCR

低学年教室は総合教室として、中高学年教室に比べて一回り大きな面積を確保

し、授業・一般学習スペースに加えてワークスペースを取り込む。可動式の家

具で教室内を区切ることで少人数学習等に対応する。

また、３クラスの南面にテラスを設けて、教室・ワークスペースと一体的に使

用することも可能にする。

普通教室

87.48㎡

40名

2.7m

備考

備品

装備

設備

天井

電気

給排水

空調

黒板

収納

清掃用具

掲示

カーテン

ブラインド

他

机・イス

収納

掲示

カーテン

ブラインド

他

手洗い

冷暖房・換気設備

ホワイトボード

収納棚

清掃用具入れ

カーテンレール

児童用机・イス×40

-

壁

木質系仕上げ

※掲示可能な壁面

児童の生活・学習の拠点。

学校生活のホームベースになる

場所。

総合教室型を前提とし、ワーク

スペースを教室に設置する。

フローリング

岩綿吸音板

照明・コンセント・TV・無線LAN

・自火報・プロジェクタ

児童用ロッカー（40名分）

○○○○○○○

○○○○○○○

カーテン

○○○○○○○

○○○○○○○

ラーニングテラスに流しを設置

○○○○○○○

教師ステーション WC

3/学年ゾーン 1/学年ゾーン 2/学年ゾーン（男女別）

29.16㎡ 29.16㎡

-

2.7m

なし

冷暖房・換気設備

-

カーテンレール

テーブル・イス

木質系仕上げ

※掲示可能な壁面

休み時間等に先生が待機する場

所。また、授業に必要な教材ス

ペース。

開かれたスペースとし、児童の

質問や相談を気軽に受ることが

できる。

岩綿吸音板

照明・コンセント・TV・無線LAN

・自火報

○○○○○○○

○○○○○○○

カーテン

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

-

2.4m

衛生器具(洋式トイレ)

換気設備

-

-

清掃用具入れ

-

-

-

-

コンクリート打ち放し仕上

-

明るく清潔な場所とする。

1学年最大160人として、便器・

手洗の数を設定する。

ビニルシート

化粧石膏ボード

照明・コンセント・自火報

-

大型鏡

○○○○○○○

-

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

ラーニングテラス

学年専用

テラス

こどもたちの庭

廊下 家具

ＣＲ　　…　教室

ＷＳ　　…　ワークスペース（家具で仕切る）

教師ＳＴ…　教師ステーション+教材室

　　　　　　※壁面は、掲示可能な使用とする

可動式掲示板・ホワイトボード

可動式収納ボックス

-

-

1
0

,
8

0
0

8
,
1

0
0

2
1

,
6

0
0

2
,
7

0
0

5,400 5,400 5,400 8,100

24,300

5,400 8,100 8,100 8,100

29,700

準

備

クッキング

スペース

Ｓ＝1：300

 カーペットタイル

(フリーアクセスフロア)

予備ＣＲ… １学年４クラス時は普通教室として、

１学年３クラスになった場合は生活科

室として使用する。

--
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Ⅲ-６.構造計画

鉾田南中学校区統合小学校基本計画策定業務

（1）構造種別の比較検討

６．構造計画

(1)構造種別の比較検討

構造種別を以下のように比較し、コンクリート造を基本とした計画とします。・


